
  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   

 人 口 １０，４１８人 
 男   ５，２２１人  
 女   ５，１９７人 

 世帯数  ４，２６７世帯 

 （ 令 和 ３ 年 1 １ 月 末 現 在 ） 

笑い声 空にひびけ 幸せだ   

  土屋 穂野香（粕川小６年） 

いじめはね 相手の未来を うばいとる 

松村 武佐思（粕川小６年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 （敬称略） 

※学年は令和２年度時です。 

温かな 思いと友情 にじみでる   

  松井 杏（月田小６年） 

 公民館で、昔の映画館風の体験をすることができ

ます。  

 カタカタカタと機械から聞こえてくる音は、大人

にとっては懐かしくても、子どもにとっては初めて

聞く音でしょう。 

デジタル時代に、あえてアナログ体験をしてみませ

んか？ 

日時＝令和４年１月２３日 日曜日 

   ①午前９時３０分～１０時３０分 

   ②午前１１時～１２時 

場所＝粕川公民館 多目的ホール 

対象＝粕川地区小学生 

定員＝各回 １５名（先着順） 

上映作品＝①ハイジ（上映時間２４分）、トムソー

ヤの冒険（上映時間２７分） 

②注文の多い料理店（上映時間２３分）、雪渡り

（上映時間２３分） 

参加費＝無料 

申込み＝令和３年１２月２１日（火）から、粕川公

民館へ電話または来館でお申し込みください。 

※受付時間 平日午前８時３０分～午後５時１５分 

粕川トリムコースにソーラー式の照

明が設置されました。 

 一級河川「粕川」の堤防上の粕川トリ

ムコース（粕川小学校と粕川公民館の

間）にソーラー式の照明設備が設置され

ました。 

 仕事帰りのジョギングやウォーキング

など健康増進のため是非ご利用くださ

い。（照明は午後１０時で消灯します） 



Gather × Learn × Connect 

「 人 権 を 守 る た め に 」   

粕川小６年 河島 蒼     

 私は、差別や偏見のない、だれもが幸せに生活できる

社会であるべきだと思います。 

 しかし、今の社会は、差別や偏見によって多くの人が

傷ついています。また、最近は、新型コロナウイルスに

感染してしまった人への差別や偏見も多くなっていま

す。 

 私は、人権について考えたことが二つあります。 

 一つ目は、クラスでのいじめについてです。いじめ

は、自分がいじめだと思っていなくても相手がいじめだ

と思えば、いじめになります。このことを考えると、自

分の周りでも、いじめは起きているのではないかと思い

ます。例えば、あだ名です。あだ名は、ほとんどが相手

の気持ちを考えず、ふざけてつけたものだと思います。

けれど、このように勝手につけられたあだ名で、傷つけ

られている人もいます。あだ名だけではありません。自

分では大丈夫だと思って言った言葉が相手にとってはい

やなことで、知らないうちに傷つけてしまっていたとい

うこともあります。 

 このようなことをふせぐには、話す前に、相手が傷つ

く言葉ではないかをよく考えてから話すことが必要だと

考えました。 

 二つ目は、今、世界で流行している新型コロナウイル

スについてです。最近、コロナに感染してしまった人へ

の差別や偏見についてのニュースをよく目にします。コ

ロナに感染しないか不安なのは、みんな同じです。そし

て、気をつけていても、誰もがコロナに感染する可能性

があります。もし、自分が感染してしまって、周りの人

たちから差別を受けたら悲しくなります。コロナに感染

してしまわないか不安でも、感染してしまった人の気持

ちも考えることが必要です。このように人権について、

いろいろ分かりました。これからは、よりよい社会にし

ていくために、人権を大切にしていきたいです。 

「 ひ と ご と 」   

粕川中１年 柳田 智子    

 「いじめは自分とは関係ない。」そうやって人が傷

付くのを見のがしたかもしれない。そう思うと、人権

のことを良く考えられた。 

 自分といじめは遠い関係だと思っていたが、今回の

人権集中学習を通して、一つ一つの行動、言葉に自信

を持てるようにしたいと思った。例えば、物事が起

こった時に、何気ない行動、言葉がどう相手に届く

か。それが正しければ自分の行動、言葉に自信が持て

るが、それが正しくなければ自分の行動、言葉に自信

が持てなくなるどころが、人の命を落としてしまうか

もしれない。行動や言葉は一回したら、取り戻すこと

ができない。だからこそ、今からでも、自分の行動、

言葉を見直したいと思う。 

 人権集中学習で、最も学んだと思うことがある。そ

れは、他人事だと思わないことだと思う。人権集中学

習の時も、他人事だと思って、真の心で受け止めてい

なかったが、「ひとみ輝くとき」を見て、いじめとい

うものを真の心で受け止めることができた。 

 人権集中学習で学んだことがもう一つある。一言で

いうと、「勇気」。いじめている人はもちろん悪い

が、いじめを見て見ぬふりをして、いじめの関連から

逃げようとする人だ。見て見ぬふりをするのも立派な

いじめであり、いじめられている人にとって、助けを

求められないことになる。そこで必要なのが勇気だ。

いじめを見た人が勇気を出して、いじめられている人

の助けを受け止めること、いじめを止めることがいじ

めを見た人がすることだ。いじめを受け止めることは

勇気のいることだけど、言い換えると、「勇気さえあ

ればいじめは止められる。」ということを学んだ。

「自分がいじめられるから。」ではなく、「いじめを

止めなきゃ。」という心を持つような人に自分もなろ

うと思った。 

 人権集中学習で学んだことが二つもあった。これか

らもいじめをなくせるように自分から学んだことを生

かしていけるようにしたい。 

※学年は令和２年度時です。 



粕
川
の
源
流
域
を
訪
ね
て
⑬ 

 

滝
沢
の
不
動
洞
窟
内
に
不

動
明
王
像
が
、
応
永
十
三
年

（
１
４
０
６
）
七
月
一
日
に

奉
斎
さ
れ
た
。
（
詳
細
は
№

11
①
に
記
載
） 

 

当
時
は
、
ま
だ
堂
宇
は
無

く
洞
窟
内
に
不
動
明
王
像
を

安
置
し
て
、
よ
り
近
く
で
信

仰
し
て
信
者
が
交
代
で
留
守

を
守
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。 

  

 

天
明
二
年
（
１
７
８
２
）

十
二
月
、
こ
の
頃
に
は
堂
宇

は
存
在
し
て
い
た
模
様
で
あ

る
が
、
「
由
緒
あ
る
不
動
堂

は
失
火
の
た
め
全
焼
し
た
。

敬
虔
な
る
信
徒
の
堂
宇
再
建

の
た
め
喜
捨
と
労
力
奉
仕
に

よ
り
、
六
年
の
歳
月
を
費
や

し
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）

三
月
に
は
以
前
に
優
る
荘
厳

の
不
動
堂
が
完
成
し
た
」
と

記
録
に
あ
る
。
こ
の
不
動
堂

関
村
（
現
在
の
桐
生
市
新
里
町
関
） 

龍
興
寺
住
職
の
専
横 

全
焼
後
、
滝
沢
の
不
動
堂
は

室
沢
の
修
験
道
一
明
院
が
守

護
別
当
職
を
務
め
て
い
た
が

退
転
し
た
。
そ
の
後
、
関
村

（
現
在
桐
生
市
新
里
町
関
）

の
龍
興
寺
が
明
治
初
年
頃
ま

で
、
七
十
有
余
年
に
亘
り
守

護
別
当
職
を
奉
仕
さ
れ
た
。

室
沢
の
一
明
院
は
修
験
者
の

お
寺
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ど
こ
に
あ
っ
た
か
判
明

し
な
い
。 

 
 

 

 

天
明
八
年
十
月
完
成
し
た

ば
か
り
の
堂
宇
が
再
び
不
慮

の
火
災
で
灰
燼

か
い
じ
ん

に
帰
す
。
そ

の
後
い
つ
再
建
さ
れ
た
か
記

録
に
は
な
い
が
、
「
赤
城
神

社
年
代
記
」
に
よ
る
と
、

「
其
の
都
度
村
人
や
信
者
の

手
で
再
建
さ
れ
て
い
た
」
と

記
さ
れ
て
あ
る
。
文
化
元
年

（
１
８
０
４
）
の
頃
に
は
不

動
信
仰
は
昂
り

た

か

ぶ

、
最
高
潮
に

滝
沢
の
不
動
さ
ま
③ 

瀧澤不動堂 

●
記
事
訂
正 

令
和
３
年
度
12
月
号
の
「
粕
川

の
源
流
域
を
訪
ね
て
⑫
」
中
、

記
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

[

誤] 

東
社
地
蔵
一
躰 

[

正] 

東
社
地
蔵
一
千
躰 

 

江
戸
時
代
「
文
化
」
の
頃

か
ら
だ
ろ
う
か
、
守
護
別
当

職
を
務
め
る
関
村
龍
興
寺
は

不
動
尊
像
や
堂
地
山
林
等
の

財
産
を
龍
興
寺
の
所
有
物
と

み
な
し
、
歳
を
経
る
に
従
い

専
横
な
振
舞
い
が
多
く
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
頃
関
村
の

龍
興
寺
住
職
に
よ
っ
て
龍
興

寺
か
ら
滝
沢
の
不
動
堂
ま
で

の
参
道
に
丁
杭
（
道
標
）
が

打
た
れ
た
。
「
丁
杭
に
つ
い

て
は
中
之
沢
の
Ｍ
氏
が
詳
細

な
調
査
研
究
を
さ
れ
て
い
る

の
で
其
方
に
お
願
い
し
て
」

先
へ
進
め
る
。
特
に
住
職
の

尊
純
な
ど
は
甚
だ
し
く
、
議

定
書
の
取
り
決
め
を
踏
み

躙
っ
て
境
内
の
ま
つ
杉
等
を

無
断
伐
採
し
て
龍
興
寺
へ
運

び
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
身

勝
手
な
行
動
を
繰
り
返
し
て

い
た
。 

 

こ
の
専
横
な
振
る
舞
い
を

見
兼
ね
て
室
沢
村
は
名
主
石

原
孫
兵
衛
を
訴
訟
総
代
と
し

て
龍
興
寺
住
職
尊
純
を
相
手

方
と
し
て
訴
え
、
天
保
十
四

年
（
１
８
４
４
）
十
月
龍
興

寺
方
の
敗
訴
と
な
る
。 

 

そ
の
後
も
住
職
尊
純
は
私

利
私
欲
に
長
じ
て
盲
執
と
な

り
、
煩
悩
の
虜
に
な
っ
て
、

明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
滝

沢
不
動
尊
像
並
び
に
当
地
山

林
等
の
管
理
に
室
沢
の
言
い

分
は
当
を
得
て
な
い
と
し
て

訴
訟
を
起
こ
し
係
争
中
で

あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
と
な

り
修
験
道
は
法
律
で
禁
止
と

な
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
、
室
沢
の
修
験

道
一
明
院
の
再
興
が
不
可
能

と
な
っ
た
の
で
、
一
明
院
に

代
わ
っ
て
室
沢
村
民
一
同
は

議
定
書
の
取
り
決
め
に
よ
っ

て
不
動
尊
像
の
返
還
を
求
め

た
。
当
時
不
動
尊
像
は
、
関

の
龍
興
寺
に
持
ち
去
ら
れ
て

い
た
。 

 

不
動
尊
像
の
返
還
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
頑
迷
な
住
職
秀

尊
（
尊
純
後
継
）
は
受
け
入

れ
な
い
の
で
、
室
沢
村
は
止

む
を
得
ず
明
治
六
年
訴
訟
を

起
こ
し
た
。
こ
の
裁
判
こ
そ

後
世
に
言
い
継
が
れ
て
い
る

「
熊
谷
裁
判
」
で
あ
る
。 

余
り
の
住
職
の
身
勝
手
な
行
動

に
室
沢
村
は
訴
訟
起
こ
す 

滝

沢

不

動

堂

全

焼 

再
び
滝
沢
不
動
堂
全
焼 

達
し
た
と
記
録
に
あ
る
の

で
、
こ
の
頃
堂
宇
が
再
建
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。 
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                      → 公民館 → 粕川公民館 

WEB-
SITE 

●明日へつながる5つの物語（あさのあつこ）

●あなたとなら食べてもいい（千早茜）●塞王

の盾（今村翔吾）●波のない海（岩田道夫）●

変な家（雨穴）●ボーダーライト（今野敏）●

北 緯43度 の コ ー ル ド ケ ー ス（伏 尾 美 紀）●

ディープフェイク（福田和代）●歌の終わりは

海（森博嗣）●ミカエルの鼓動（柚月裕子） 

●ぶきみ！ドクローランド（吉田純子）●しりとり電

車のハヤイチくん（別司芳子）●めいたんていサムく

んとなぞの地図（那須正幹）●クリスマス・ピッグ

（J.K.ローリング）●おかあさんありがとう（柴田理

恵）●きつねのぱんとねこのぱん（小沢正）●こんや

はどんなゆめをみる？（工藤ノリコ）●ピンクいろの

うさぎ（たかおゆうこ）●よあけ（あべ弘士）●わた

しのあくびみなかった？（ピョン・ユジョン） 

休 館 日 ＜ 木曜日 ＞ ※木曜が休日の場合翌日 

１月 ６．13．27日 

１７日（月）～２０日（木）蔵書整理 

２月３．10．17．24日 

市立図書館粕川分館  ☎027（285）3312 

〇開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時  ＜ 土日祝 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

※新型コロナウィルスの関係で、イベント等が

中止となる場合があります。 

○世界ハンセン病の日  

 １月３０日は、世界ハンセン病の日です。１

９５４年、フランスの社会運動家ラウル・フォ

レローさんが提唱しました。毎年１月の最終日

曜日を「世界ハンセン病の日」としています。

この日には、世界各地でハンセン病に関するさ

まざまな啓発活動が行われます。 

○小学校の標語作品の展示    

 １２月１０日の『世界人権デー』にちなん

で、粕川地区内の小学校に標語の作品の推薦を

お願いしました。月田小学校、粕川小学校の代

表句（３０作品）を推薦していただきましたの

で、その作品を３月１２日（土）まで隣保館ロ

ビーに展示しています。みなさん、ぜひ見に来

てください。 

○粕川保育所子育て支援センター 

「さくらんぼクラブ」（会場は隣保館） 

【１】１月２０日（木）①９時４５分～１１時 

②１０時４５分～１２時 育児講座「手形アー

ト」 各組親子５組（１０時４５分～ 読み聞

かせの時間もあります。） 

【２】１月２７日（木）１０時３０分～ 育児

講座「骨盤調整ヨガ」 親子７組 

 子育て中のお母さんをはじめ保護者の皆さん

には、子育ての息抜きとおしゃべり場として楽

しんでください。その他の日は、粕川保育所子

育て支援室での活動となります。ぜひお気軽に

遊びに来てくださいね。 

（問い合わせ・申し込み先）子育て支援セン

ター 電話２８５－２１０７ 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

